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［轡二艶．塵亜．1．B魚⊥79一・・ i1982・6月

北海道オホーツク海沿岸の海藻相

　　川　井　浩　史

北海道大学理学部植物分類学教室

　　　　　　黒　木　宗　尚

北海道大学大学院環境科学研究科植物分類学講塵

Benthic　Marine　Algal　Flora　on　the　Okhotsk　Coast　of　Hokkaido

　　　　　　　　　　Hiroshi　Kawai

　　　　Department　of　Bota賑y，　Faculty　of　Sclence，

　　　　　　Hokkaido　Universlty，　Sappoτo，060

　　　　　　　　　　Mu鍛enao　K：疑rogl

Laboratory　of　Syste膿atic　Botany，　Divlsion　of　E臓vironmental

　Structure，　Graduate　School　of　Environmental　Science，

　　　　　　Hokkaido　University，　Sapporo，060

緒 書

　　北海道のオホーツク海沿岸は夏期は宗谷暖流の，冬は東カラフト海流（寒流）の影響をうけ，また流氷の

接岸がみられるなど本邦の他の沿岸にみられない特有な海洋環境を有する。しかし，これまで本沿岸の海藻相

については断片的な報告があるだけで，その全体像は明らかではない。筆者らは1978年から1979年にかけて，

本沿岸の数ヵ所で海藻相の調査を行った。董の種の組成と植物地理学的特徴について述べる。　　　“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地ζ方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アバシリ　　　　　ト　ロトヨハマ　　　　フタツイワ　　マスウツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サルル　　　　　　　　　　　　　　　　　キメミエサシ　　　　　　　　　　　　ソウヤミサキ　　調査地点（Fig．1）として宗谷岬，北見枝幸，沙留，網走周辺（常呂豊浜・ニツ岩・鱒浦）を選び，（Table　1）

に示す日程で採集を行った6知床半島の西岸については黒木・山田・増田（1♀7♀）り調査報告々ミあるため今犀

は調査を行わなかった。

　調査は網走周辺が地形的に最も変化に富んでいること，及び調査の｛更宜上から，1978年度に網走周辺を申心

に周年にわたる採集を行い，1979年度にその結：果を考慮にいれ，一調査域を拡げるという・形でおこなった。

　調査は主として大潮の干潮ll寺に潮間帯において，可視的な着生藻について採集を行い』（部分的に素潜りまた

はSCUBAによる潜水による採集を含む）．．．得られた標本を脂葉標本とするとと．も．に，ユ0％ホルマリ．rン海水で

固定・保存し，実験室内で顕微鏡による形態学的観察を行いプ種を同定した。

1981年11月13日受理
Received　13　Nov．1981
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Table 1.

1. Mapshowinglocalities.

Places and date of investigation.

I
I
i

1978
!

1979
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i
i

1
7 May

1

I

!4 May, 8 July

Kitami-esashi

Saruru

I 7 May, 23 July i
i
i

15 May, 9 3uly

i
,,.I

22 ,24 Juiy
,
E 15 May, 10 July, 11 Aug.

.9. Sept. . .. .. .....
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t
[
F
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lg

m..

.Eg

<

Notoro-misakl
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11 July, 9 Aug. 7 Sept.
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I
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I
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本沿岸の地形と海況

　1．地　　形

　北海道のオホーツク海沿岸は宗谷岬を北西の端知床半島を南東の端として大きな弓状をなしている。その

約350kmに及ぶ海岸線は知床半島を除くとほぼ直線をなし，大部分が砂浜で，一部平磯状になる岩盤が存在

するが著しく単調である。その沿岸に湾と呼びうる規模のものはほとんど無く，また岬も小さなものしか存在

しない。

　次に各調査地点の地形につき簡単に述べると，宗谷岬は典型的な平磯で沖合150～400111にわたり干潮時に

は水深1m以浅となる岩盤が続く（Fig．2．a）。各所に浅い溝が走っており，溝の底は砂質ないし礫で，平磯の

外側では小さな入り江状となっている。北見枝幸周辺は岩礁地が多く，部分的に小規模な平磯が見られるが，

大部分は岩塊でその垂直な壁面が潮間帯になっている。そのため波の影響が著しいほか，潮間帯の面積は非常

にせまい。沙留（Fig．2．　b）は紋別の北西約15　kmに位置する小規模な1岬で，主として平磯により構成され，

その外側はすぐに砂質となっている。常呂豊浜は典型的な平磯で宗谷岬同様，多数の浅い溝が見られる。網走

b

懸融点．
・・ﾙ馨・よ二…

唖i細鱗絶：・

Fig．2．　Coastal　features：a．　Soya－misaki，　b．　Saruru，　c．　Notoro一血isaki．
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周辺の能取岬（Fig．2．　c）は平磯，ニッ岩は平磯と砂浜であり，また鱒浦は岩塊の点在する二三と砂浜が接触

している。

　2．海　　況

　　オホーツク海はアジア大陸東北端のカムチャッカ単島，樺太，千島，北海道により囲まれた縁海で，規模

としては日本海をやや上まわる。本沿岸はその南関の端に糊当する。

　　本沿岸の海流（Fig．3＞については渡辺（1964）に従うと，夏期は宗谷暖流の，冬期は寒流の東カラフト海流

の影響を受けるとされている。宗谷暖流は対島暖流の末流で，宗谷岬を通った後は本沿岸にそって南下する。

この海流はオホーツク海で見られる唯一の暖流で，このため本沿燦では夏期の蓑面水温は200C以上になるこ

とがある。しかし，秋から初冬にかけ減勢し，樺太の東を南下してくる東カラフト海流によりさえぎられ，オ

ホーツク海沿岸への流入は兇られなくなる。そのため本沿岸は夏期には暖流の，冬期には寒流の影響をもつば
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ら受けることになる。しかし，一方青田（1975）の研究によると宗谷暖流水は冬期にも潜流として存在してい

ることが明らかにされている。本沿岸に隣接する牝海道の他の沿簿とその海流の影響につき比較すると，日本

海沿岸は周年対島暖流の支配下にあり，本沿岸のように直接寒流の影響を受けることはなく，冬期の極端な水

温低下はおこらない。一方根室から日高にかけての道菓の太平洋岸は周年寒流である親潮の支配下にあり，暖

流の影響を受けない。

　　本天燦は例年，1月から4月にかけ，3ヵ月程度にわたり東カラフト海流により運ばれる流氷が接岸し，

また沿津は結氷する。

　　また，本欄辮では大潮時の干満の潮位の豊は網走付近で約120cmであるが，北へ行くほど小さくなり，

宗谷岬付近では約40cmにすぎない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果と考察

　　これまでに採集し，同定できた海藻の種名とその採集地点を（Table　2）に示す。緑藻15種，褐藻42種，

紅藻57種を岡定し，他に乗周三種もいくつかある。

Tab玉e　2． List　of　the　benthic　mari鷺e　a19鼠e　distributed　on　the　Okhotsk

coast　Qf　Hokkaido　froln　Soya－misaki　to　Abashiri．

Species　・　種　　名

Soya－　　i　Klitami－i

misaki　i　esashi　i

i宗棚i北賊総沙盈1

　　　　ヒSaruru　i　Abashiri
　　　　…

　　　　i網走

Green　aユgae　緑　　　藻

κ0ノブ〃παπチzfα堵0∫‘βプ∫ごoJα　モツキヒi・工

鳳
ム40π05‘1‘0ノπααπ9ピCαUα　エゾヒトエグサ

みZZ6π漉泌磁～〃π　ヒダヒi・エ

　びんαρ6’ψκ5α　アナアオサ

β♂溜ノ～8～αノ1＠〃ノ‘αヒメアオノリ

1ヨノ話8ノ了）〃ω厚）ゐαZゼ〃之α　ウスバアオノリ

1ニノ）ノ’oZび初u　スジアオノリ

助0〃9・〃酬ψ加ゐノ拠∫α所α‘Z磁キタミモツレグサ

　ε．漉6万κ5ごκ」αvar．館πκお　ホソモツレグサ

5．5α灘磁鏡ぶ　トゲナシモツレグサ

Clzα6‘o〃‘01プ）1エα〃直。π∫々961u　タマジュズモ

R13薦06♂0πピ～〃乃ご0，・∠0〃∫♂〃μ　ナガモツレ　　　　　　　・

Z）61rど＞05’α7μαノ・∫ノ～α　ホソツユノイト

13ノツ。少5∫∫ρ伽〃～05α　ノ・ネモ

Co41～〃ノ‘4ガcho’o〃〃’’”　イモセミル

1

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

÷

÷

十

十

十

十

十

十

十

十

十

Brown　algae欄　藻
！～αケ蕊αノ1躍8サbη1廓　イソガワラ

51り1～α‘濯Zα1ゴαメ）々〃ノ彦ぎ6’鴇　ハネクμガシラ

5．躍～ゾ｝バぐα　ミツマタクロガシラ

∫五40μ8が∫5‘0ノ》αノゴα　エゾカシラザキ

エ）～謡ツ0如げ飴乃0∫0〃～α　アミジグサ

÷

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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Species　・　種　　名

z万。砂ρμ8厚54加｛zr廊α薦　エゾヤハズ

翫♂・彦んプ㍑α〃痂9μαソメワケグサ

加α伽5∫α4哲bプ〃ゐネ・句モ

ム．勅α6ノηαψ1z畝zヒメネパリモ

孟πα」ψπ∫∫ψ0ノ雇α’5　マツモ

A．プπぴ∂1ワ1ど5　イ1．・『マツモ

Eκ46∫〃昭sp．ユセフトモズクの一種

＆Z醗雇εノ’58”α5∫〃．4）あ諾　モツキチャソウメン

飾亮ノη5α～〃～461’58μα1Lα材0ノゴαπα　カラフトモズク

5ρんα81’0彦山‘1パα4加α瘍Cα如　イシモズク

ノ16／rO疏ノ’∠灘♪α0油田　ニセモズク

Cん07ゴα1甲如伽96♂Zヴbノブノ呂ム　ナガマツモ

Z）65〃Zαア層θ漉αZfgκZ認αウルシグサ

Z）．τノ∫田川∫　ケウルシグサ

！）8Zα〃’α2でαα彦’8ηZZα’α　ユセカヤモ

説幅出4）0醜α．伽9’θ∬αノ「’5　スチヤポビア

ルノ1ご彦α磁魚磁4α　ハ・ミモドキの一種

P観磁磁μα雇α8’∠π8αババダマシ

ル海♂απ05ψん0πゴ7Z’85琵ノ2α♂8　キタイワヒゲ

56ッ’05ψん0η♂0ノμβ12∫αノゴα　カヤモノリ

Co4≠）o〃z6ηガα5ガノ～z603α　フクロノリ

C．ゐ配Z♂05αワタモ

1）認αZOπガαノ～Z5ぐ∫α　セイヨウハバノリ

Coμ0465〃昭6ツ銘5颪ア㍑θ　ホソエゾブクロ

D臨ツ05ψん。πノb6ノ碗π奴6螂ウイキ・ウモ

C加冠α躍4〃’ツルモ
ムβ配∫πα万αご此ん01膚∫0認6∫　チヂミコンブ

ゐ」砂0η’oα．var．　ocho彦βノ説5リシリコソブ

憾9αノW乃‘7’菊ノ405κノπアナメ

Co∫如ノゴαω立α如スジメ

jPθん6々ατe　1噂顧オだ　エゾイシゲ

1ウκz若56ταπ65｛濯ノ’5　ヒバマタ

C夕5‘05β〃「α1Lαん04α‘6／z5∫5　ウガ’ノモク

5躍Ψ∬κ〃ぼ碗！．めんノπフシ．スジモク

＆〃ゆα伽ミヤベモク
3．∫．ん’〃zゐ8君g『1’1　ウミトラノオ

Coごご0／）ん。ノπ！αノ2ぎ曾40’プΣ∫　スギモク

　　　　　　　　　　　　　　　　

1濫、iK三岳1
　　　　　…
　寒谷鯉　i北見枝幸
　　　　　3　　　　　↓　　　　．．．．．．．．．．

　　　　　　　　　　　　　ぎ

　　　　　コ…u・uiA…h…

　　　　　　

沙留i網走　　　　　．i

．「

十

十

十

十

÷

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

÷

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

÷

十

十

一←

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

÷

十

十

十

十

十

十

十

十

Red　algae紅　藻
Goノ～～0か『∫‘7ん㍑1ノ」αZ3此1ガ　ベニミ　ドμ

五次y〃〃ηか噂’oゐ～α‘〕αノ7～8α　ホシノイト

十 十

十
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Species　・　種　　名

％1プ）1砂1u／）58配♂o♂’ノz　8αノゾ5　　ウツ　プルイ　ノ　リ

Rηα1ゴ〔箸α臨　ブイリタサ

Plρ～〃歪πノ℃α　チシマク獄ノリ

R々α‘α6」α’　ソメワケアマノリ

ムセ1〃πZ如ηη61フ’涯ぐ‘記α1・6　ウミゾウメン

五）μ〃δ0ノ～々α∫πClrα．∬α’α　リュウモンソウ

Z）．5加4）あ灘ヘラリュウモン

1勉〃。”∫α”フ『嬉瀦αノ・お　ニセカレキグサ

∫ノlyα♂oぶ4）ん。／z∫α（2ζτ8ψ露05α　イソウメモドキ

N句読♂∫6α‘が宴）α如　チヂレアカバ

N）昭π40α〃αアカバ

Co／uZZ加α1雇々‘♂麹ゾα　ピリヒバ

β055∫θZαCノで孟αC6α　イソキリ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　ル　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

　　　　　　　　　　　　　，瞭．種。　　臓・撫晒撚・iA一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拶・一肩北照郵沙刷網走
　　　　　　　　　　　　　　　．．．一一一．．一．．一一．．．一．．．．．　．．．．．．＿＿＿＿＿．．＿．．＿．油．＿．．＿．＿．．＿．．．．．一．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．一．．．．．＿．＿．．．＿．．．．．．．．．1．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．一一一．．曲．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．t．．＿．＿＿．．．＿＿＿．．．r．．．＿．＿．．＿．．＿．．．．1　　　．．．．．．　　　．．．．．．　．．．．．．　．．｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　l　　　　　　i　　　　　　i
　H況ρρ1＞ん）琴”躍μ規∫448ノπあげ鉱　ナガコノハノリ　　　　1　十　　i　　　　i　÷　　i　十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ

　N80ん0♂〃昭5如ブ碑）0／Z∫6α　スズシロノリ　　　　　　　…　　　　i　　　　i　　　　i　十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ

砺ω4溶・磁ω・αヒメ・ノハノリ　　　　｛　　i　　i　　i＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　：　　　　　　　［　　　　　　　1

か砒∬θ磁∫階堀磁ヌメハノリ　　　　　　　＋　i　　i　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・1C1…磁〃撰〃面・・イウス・・ノリ　　　　l　　l　　l　　｝＋
肋々・’。・ψ／、。伽1、・乃。4。締∫、畔イ・乃　　i＋i＋i　i＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

劫郁伽伽ブ・ψ爾・・キブリィげサ　　　1＋　i＋　i＋　i＋
拓・一磁・叫げサ　　　　　1＋i　i＋i＋
君齪ω伽シ。ウジ。ウ。、・　　　　I　i　i＋i＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

。伽繭爾伽翫ヤナギノリ　　　1＋｝　｛＋1＋
乙・一磁・p・ソゾの一種　　　　　　i＋　i＋　i＋　i＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

趣〃吻・・z・伽姻一♂・イソムラ塀　　　　＋　i　　；　　i＋．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

R加40〃副α」αノ耽フジマツモ　　　　　　　1　＋　i　＋　i　＋　i　＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

R…伽測イトフジマツ　　　　　　　　÷　i＋　i　　i＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　F

R・sp・カラフ　フジマツモ　　　　　　　i　　i　　i＋　i＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l

GZb80ρ1zッα∬たω孤’z‘‘〃’（Kaneko，　Mat澱yama　and　Yamada，1980），　G6々4々‘〃玲p．（Fukuhara，1977）

are　also　reported　from　tl｝e　vicin三ty　of　K三tami－esashi．
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　　以上の結果から本沿岸の海藻相の特徴を明らかにするため，これまでに出された報告にもとづき本沿岸と

隣接する北海道の日本海沿岸，道東太平洋沿岸のそれと比較した。比較：の資料としては，日本海：舟橋（1974＞，

忍路：時田・監置（1959），利尻・礼文島＝金子・新原（1970），黒木・舟橋・山田（1971），知床＝山田・田中

（1944），黒木・山田・増田（1979），厚岸：山田・田中（1944）等によった。樺太，千島沿岸の海藻相との比較は

ここでは省略する。

　　（Table　2）に示した本沿岸に生育する海藻のうち本沿岸に本邦での分布の限界を持つと考えられるものを，

4つの分布の型に分けて（Fig．4）その種名を以下に示す。

（1）隣接する日本海沿岸に生育する暖流系種のうち宗谷岬を分布の限界としているもの（Fig．4－1）：イソウ

　メモドキ（Fig．5．　a），ヌメハノリ（Fig．5，　b），ヘラリュウモン。

（II）隣接する日本海沿岸に生育する暖流系種で枝幸と網走の間まで分布するもの（Fig．4－II）。

　北見枝幸まで分布するもの：スギモク（Fig．5．　c）。
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　　網走まで分布するもの：ハネモ，チヂミコンブ，ツルツル，イトフノリ（Fig．5．　d），オキツノリ，ワツナ

　　ギソウ，ハネイギス，エナシダジア，ヤナギノリ，ヒメコノハノリ。

（III）本沿岸または知床周辺でのみ生育が認められるもの（Fig，4－III）：エゾカシラザキ（Fig。5．　e），ニセフ

　トモズクの一種，スチャポビア（・％‘1～砂ou～αガ‘zg6♂！α1”3＞（Fig．5．　f），チヂレアカバ（Fig．6．　a＞，イトマツ

　モ（Fig．6．　b），ニセカヤモ（Fig．6，　c）。

（IV＞隣接する道東の太平洋沿岸に盤育する寒流系種で，本沿岸または利尻島・礼：文島を分布限界とすると考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藻　えられるもの（Flg，4－W）。

　　網走まで分布するもの：ハネクPガシラ。

　　悪留まで分布するもの1モツキチャソウメン（Fig．6．　d），カラフトモズク（Fig，6．　b），ヒバマタ（Flg，6・e）。

　　北見枝幸まで分布するもの：モッレグサ（Fig．6．　f）。

　　利尻・礼文島まで分布するもの：ナガマツモ（Fig．6．　d），エゾィシゲ，ニセカレキグサ，ナガコノハノリ。

　　今津の調査では，ハイミル，ワカメ，エゾノネジモク，カギノリ，ベニスナゴ，イソダンツウ，タオヤギ

ソウ，ユナ等の臓本海に分布する暖流双三の生育は認められなかった。また，冗方，ヒモヒトエグサ，ニセフ

トモズク，脚半ツルモ，コンブモドキ，ナガコンブ，ゴヘイコンプ，トロロコンブ，ネコアシコンブ，アイヌ

ワカメ類，オキツバラ類，エゾトサカ，アツパダルス，ベニフクμ類，コノハノリ，アツバスジギヌ，ハネグ

サ類，ノコギリヒバ類など道東太平洋沿岸に分布する寒流系種の生育も認められなかった。

　　以上の結果から考察すると，暖流軽種，寒流系種とされているもののうち，宗谷岬，北見枝幸，沙留，網

走周辺など本沿岸に本邦での分布限界を持つと考えられるものがいずれも10種程度見られ，本沿岸が単一の

海流要素によって占められているのではないことを示している。このことは本沿岸が季節的に暖流・寒流の両

方の影響を受けることによると考えられる。

　　次に本沿岸内における各調査地点聞の海藻相の違いについては，調査の結果，網走周辺で104種，沙留で

51種，北見枝幸で59種，宗谷岬で59種が認められ，網走周辺でその種類数が多かった。これは主として網走

周辺の地形が他の地点とくらべて変化に窟み，そのために海藻植生が豊かなことと，この地点での調査回数が

多かったことによると考えられる。

　　また，調査：方法が各地点で異なるため，各地点間の分布上の違いは単純には比較できないが，本沿岸内に

分布の限界を有する種の分布から考えて，本沿岸では宗谷岬に近いほど暖流系要素が強く，網走に近いほど寒

流系要素が強いことが確かめられた。
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                                      Summary

   The benthic marine aiga} fiora on the Okhotsk coast between Soya Misaki and Masuura

<Abashiri) in Hokkaiclo was investigatecl from 1978 to 1979 and compared with those of northern

Japan Sea coast and eastern Pacific eoast of Hokkaido. This coast is a mixed water region

which is affected by Soya warm current in summer and by East Sakhalin cold current in winter.

114 species including 15 green algae, 42 brown algae and 57 recl algae were coiiected from the

Okhotsk coast (Table 2). The algal flora of the coast is characterized by the mixture of upper

temperate and !ower boreal species. ,
   Among the species, Bi'vvopsis plttmosa; Laininaf"ia chichoi'ioide4 Coccophoi'a langsdoiv7i; Gloio-

sif)honia capillai'is, GiutelouPia tui-tttu7u, G",mnogongrus fugell4fb7"mtls, ChamX)ia pa?'z,ula, Ceiztntiu?n

j-aponrlca, Dasya sessilis, I7tovcodrys iudicosa, Chondria daa)iphylla are warm current species distrib-

uted through Soya Strait from the Japan Sea coast. Duntontia simple:x, Hyalosiphonia caespitosa

and Delesseria serrtt.lata are stopped at Soya Misaki.

   Spongomo7zpha dz{i-ittscula; Elphacelai'ia ple{migeizz, Saundei-sella simple:v, Netef-osattndeiAsella

hattoJ-tlana, Choi"dai"tla y7d.gellilfbi"mis, IZIebi,etia wi'ightii, F>tcus eva.nescens; 1;?u'loxvia ii"i"ag'ulai'is,

ff5poph3,llum middendo7v7il are Iower boreal cold current species which are distributed on the

eastern Pacific coast of Hokkaiclo.

   On the other hand, Analipus .171ijbrmis, Ifalof>teris scoparia, liudesme sp., Delaina.i'ea attenuata,

Stschmpo'vtla .flagellaris, 2Veodilsea crtlspctta are found only on the Okhotsk coast and Nemuro Strait

coast within Hokkaido.


